
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湖東地区 

湖東地区まちづくり協議会発行 200８．５ 

 

若い人にまだまだ負けません（横溝町） 

１ 

みんなで苗床の準備（北清水町） 

たんぼで記念撮影！（大沢町） 私も手伝います（長町） 

小麦の防除（平柳町） 
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文化協会編   
 

今月のごちそう 
 

正解者には、４ページで紹介した「害虫駆除製品」を  
１５名の方にプレゼントします。 
たくさんのご応募お待ちしています。 
 
応募方法  官製はがき、ＦＡＸまたはメールで、答え

とあなたの住所、氏名、電話番号を記入の
上、東近江市湖東支所 地域振興課内 湖東
地区まちづくり協議会事務局までお送り
下さい。 

締め切り： ６月１０日（火）必着 
当選者発表 厳正な抽選の上、商品の発送をもって発表

にかえさせていただきます。 
今月のプレゼント提供は、 
『 (株) SHiMADA 』 
東近江市勝堂町2-1 TEL ４５―８１８６ 

問題 

 表紙の田植え機で、植えている、お米の品種は  

次のどれでしょうか？ 

 

① キヌポカリ 

② コシヒカリ 

③ コシノカンバイ ＜材料＞ 

 

かますご（じゃこ） ３００ｇ 

しょうゆ      １８０ｃｃ 

酒         １８０ｃｃ 

砂糖        １００ｇ 

みりん       適量 

さんしょうの葉   適量 

 

＜作り方＞ 

 

１ 「かますご」をざるに入れて、熱湯をかける。 

２ 熱湯をくぐらせた「かますご」を鍋に入れ、   

醤油、酒、砂糖を加えて、とろ火で、飴色になる

まで煮つめる 

３ みりん、さんしょうの葉を入れ、つやが出れば 

佃煮の出来上がりです 

「かますご」の 

佃煮 

クイズだよ 
 

「近江湖東太鼓」＆「ひばり太鼓」  

 

夜８時、湖東体育館の地下へ近づくとかすかな太鼓の音。 

地下室のドアを開けると、部屋中に太鼓の音が響きます。 

50代から80代までの男女10名が、練習されていました。 

 「近江湖東太鼓」は、平成14年に発足され、健康増進と芸術の

向上、地域文化の発展を目的として活動されています。 

平成19年には、小学生を対象とした「ひばり太鼓」も誕生し、

小学生10名が活動されています。 

 毎年たくさんのイベントに参加されている「近江湖東太鼓」です

が、昨年は「ひばり太鼓」と一緒に多賀大社（10 月 28 日）、ふ

るさとまつり（11月3日）のステージに参加されています。 

   今、「近江湖東太鼓」では団員を募集しています。

太鼓ってどんなのかな？と、興味のある方はぜひ見学

してみてください。 

 
 ＜練習日＞ 
   毎週 木曜日  湖東体育館地下室にて 
      ひばり太鼓  午後6時30分から 
      近江湖東太鼓 午後8時から 
 

        代表  村田 清 
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まち協だより 

現在、大学の院生ですが、子どもたちに夢と希望を与

えたいという想いから、「探検の殿堂」の臨時職員を目

指されました。 

採用前から「科学探検隊ココロボ」など、殿堂の  

活動に関わっていたことが、彼と子どもたちの距離を

より一層縮めることとなり、自分にも何かできること

があるのではないか！少しでも役に立ちたいと感じて

いたそうです。 

「子どもたちが、たくさん関わってくれる博物館を

目指したいです。知識だけでなく、感動もできる場所を

提供していきたい」と抱負を語って頂きました。 

戸田 雄一 さん  

探検の殿堂（臨時職員） 

新人さんを紹介！① 新人さんを紹介！② 

地域だより 

大塚 さん 

湖東第一小学校 

  ２年生担任 

小３の時に先生に書いてもらった花マルが忘れら 

れず、花マルを書くペンにあこがれて先生になりたい

と夢を実現されました。 

『勉強だけでなく、形には残らなくても心に残る    

花マルをつけてあげられる先生になりたい。』 

小柄ですが、思いは熱く大きい、大塚先生。 

がんばってください！ 

湖東地区では昔から集落でのきずなが深く、地域の

まちづくりに自治会は大きな役割を果たしてきま 

した。 

今後の「まちづくり活動」を計画的に進めるうえに

おいても、自治会の役割は大きなものが考えられ  

ます。 

そこで、各自治会との連携を深めるため、各自治会

に「まちづくりサポーター」を設置することとし  

通常総会において委嘱状を交付しました。 

 今後は、自治会での廃食油の回収や資源ごみ回収の

お手伝い、まちづくり情報紙の特派員などとして活躍

していただく予定です。 

平成２年に図書館開設準備室長として着任され、湖東町立

図書館の計画、建設に関わられ、その後全国有数の図書館に

まで育て上げられた澤谷とし子館長が、３月末に退職されま

した。 

４月からは、八日市図書館の巽照子館長が湖東図書館長を

兼任され、３人の職員と２人の臨時職員による若い体制で 

図書館が運営されています。       

湖東図書館は、東近江市への合併後、近隣の八日市地区や

愛東地区などからの利用者が増え、貸し出し冊数も増加して

いますが、各種の展示やイベントも従来どおり活発に行われ

ています。  

湖東図書館では、今後、団塊の世代といわれる人たちの退

職後の活動を支える資料の充実や、各学校の図書館との連携

を強めることをはじめ、ブックスタートといわれる乳幼児を

対象とした本のサービスなどを積極的に進めることにして

います。 

また、南花沢町出身の映画 

監督・舞台演出家である沢島 

忠さんが東近江市へ寄贈され 

た、映画・演劇関係の図書や 

資料を展示する「沢島忠文庫」 

の開設に向けた準備も始めて 

います。 

湖東図書館が新体制に 

 



＜編集・発行＞ 

湖東地区まちづくり協議会  

（事務局） 
〒527-0113 東近江市池庄町505番地 

  東近江市 湖東支所 地域振興課内 

  TEL 45-3702 FAX 45-1570  IP 050-5801-3701 

  http://members.e-omi.ne.jp/suki-koto/ 

≪お便りはこちらまで≫ suki-koto@e-omi.ne.jp 
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ぐるっと友達の輪 

掲 示 板 

・今年も「コトナリエ」で使用するバイオ・ディーゼル燃料の

原料となる、使用済み天ぷら油（廃食油）を各自治会の公民

館の玄関等をお借りして回収します。 

   日時：６月８日（日）8:00～10:00 

   場所：各自治会の公民館前等 

 皆様のご協力をよろしくお願いします。 

今回は、湖東を飛び出して建部日吉町まで出掛けました。 

Ｑ 理容師を目指されたきっかけは？ 

Ａ 小さい頃から、両親の後ろ姿を見て育ちました。二人の働く姿を見て同じ道に進みたいと 

思いました。 

Ｑ 湖東地区から出られて、改めて感じることはありますか？ 

Ａ たまに帰っても、誰もが話しかけてくれる優しい町だと思います。 

Ｑ コトナリエの印象は？ 

Ａ 旧湖東町は小さな町ですが、みんなが力を合わせるとあんなにすばらしいことが出来るん 

だと感心し誇りに思っています。 

お店に来られる方には必ずコトナリエのＰＲをしています。 

Ｑ 今後の抱負をどうぞ (*^▽^*) 

Ａ いつまでも、お客さんと同じ目線でいられる店でありたいし、癒しの場になればいいなと思

っています。 

2月にオープンされたお店には、ボブ・マーリィの音楽が流れ、かわいい小物達が並んでいました。 

私たちは、時間がゆっくり流れる空間に、ゆったりした気分にさせていただきました。 

次号では、中島さんに紹介していただいた、西川さんにインタビューする予定です。（純子、香緒里） 

 

中島 敏
さとし

 さん （池庄町出身）職業：理容師  趣味：体を動かすこと（ジム・草野球）と雑貨集め 

業務用の粘着駆除商品とは、一言で言えばネズミ取りなどの商品です。 

ゴキブリはともかく、ネズミなんて最近ほとんど見なくなったような気さえしていましたが、 

島田さんのお話によると、年間を通して空調の効いている大都会の雑居ビルや飲食店などに 

ネズミは生息しているそうです。人気の無くなった深夜に駆除業者によってビルのメンテナ 

ンスが行われ、そこで活躍しているのが、(株)SHiMADA製の害虫駆除製品たちなのです。 

主な使われ方はフロア一面にネズミ取りシートを広げたりして、ネズミがかかるようにします。ネズミ達は頭がよく、繁

殖力も強いので、こうした駆除作業は定期的に行われ、都市部を中心に駆除商品の需要は大きいのだとか。 

小さいながらもメーカーとして「業務用のネズミ取りでは日本一のシェアを誇る

(株)SHiMADA。」 

また、粘着剤の主な成分はポリブデンという石油から出来た成分で、殺虫剤などと違い有毒

な成分をまき散らさないので地球にも優しいそうです。 

家庭用はコメリでも購入できるということなので、みなさんもぜひお試しください。（早苗、裕美） 

          パート･アルバイト募集中（仕事内容は、簡単な作業です） 

 

勝堂町にある(株)SHiMADAさん。 

主に業務用の粘着性害虫駆除商品の製造・販売をされています。 

今回は、取締役工場長の島田善郎さんにお話を伺いました。 

会 社 探 検 
(株)ＳＨｉＭＡＤＡ 

の巻 

http://members.e-omi.ne.jp/suki-koto/
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